
員
、
帰
郷
し
、
男
児
三
人
、
孫
六
人
に
恵
ま
れ
、
老
夫
婦
共
に

元
気
で
す
。

農
業
の
か
た
わ
ら
名
古
屋
鉄
道
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管

理
人
を
引
き
受
け
、
毎
日
を
忙
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
在
支
期
間
を
通
じ
て
作
戦
、
討
伐
、
戦
闘

に
明
け
暮
れ
、
多
数
の
戦
友
を
失
い
ま
し
た
が
、
不
思
議
と
無

事
に
生
き
残
っ
て
い
る
こ
の
身
。
と
り
わ
け
軍
旗
奉
焼
と
い
う

特
殊
な
空
前
絶
後
の
記
念
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
騎
兵
第

三
連
隊
関
係
者
多
数
の
代
表
者
と
し
て
、
貴
重
な
参
戦
体
験
に

よ
る
労
苦
を
孫
子
の
代
ま
で
永
く
語
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
戦
争
の
風
化
予
防
、
祖
国
防
衛
の
国
家
的
最
高
機
運

の
誘
導
等
に
老
後
の
残
さ
れ
た
尊
い
時
間
を
捧
げ
た
い
と
の
念

願
い
っ
ぱ
い
で
す
。

中
国
四
省
三
八
〇
〇
キ
ロ
を
歩
き
戦
う
　 

愛
知
県
　
國
立
逸
雄
　 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
四
月
一
日
、
第
一
大
隊
第
三
中

隊
に
入
隊
し
た
時
の
私
の
家
族
は
、
父
岩
田
久
次
郎
、
母
よ

ね
、
妹
け
い
子
の
三
人
で
、
私
は
地
元
の
織
物
会
社
に
勤
め
て

い
た
。

私
の
入
隊
し
た
名
古
屋
第
三
師
団
歩
兵
第
六
連
隊
は
、
中
国

大
陸
中
支
の
湖
北
、
湖
南
、
広
西
、
貴
州
の
四
省
を
股
に
か

け
、
徒
歩
作
戦
に
明
け
暮
れ
た
郷
土
部
隊
で
あ
る
。

波
多
野
中
隊
長
、
若
杉
第
三
小
隊
長
、
安
藤
班
長
の
初
年
兵

教
育
を
受
け
、
軽
機
関
銃
射
手
を
命
ぜ
ら
れ
、
小
幡
ケ
原
演
習

場
で
鍛
え
ら
れ
、
一
期
の
検
閲
後
の
六
月
二
十
五
日
、
下
関
で

乗
船
、
釜
山
、
山
海
関
、
南
京
、
漢
口
、
広
水
を
経
て
連
隊
本

部
の
あ
る
淅
河
の
町
に
着
い
た
の
が
七
月
二
十
三
日
で
、
こ
の

間
約
一
ヵ
月
の
旅
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
第
二
期
の
検
閲
を
受
け
る
べ
く
、
訓
練
中
の
八
月
に



は
初
年
兵
と
し
て
初
の
第
一
回
作
戦
に
参
加
、
捕
虜
一
人
の
戦

果
を
あ
げ
帰
隊
後
警
備
に
就
い
た
。

十
月
十
五
日
、
常
徳
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
途
中
戦
闘
を
交
じ

え
一
路
常
徳
西
部
の
桃
源
目
指
し
、
河
あ
り
湖
あ
り
の
地
帯
を

越
え
、
常
徳
南
岸
か
ら
城
内
の
敵
陣
に
向
け
て
攻
撃
し
た
。
こ

の
掃
滅
戦
の
最
中
に
私
は
銃
撃
を
受
け
、
左
足
の
脚
絆
が
ほ
ど

け
る
程
度
の
傷
を
受
け
負
い
、
そ
の
ま
ま
三
日
間
我
慢
し
て

戦
っ
た
が
、
中
隊
長
か
ら
「
岩
田
初
年
兵
は
、
無
理
で
あ
る
か

ら
後
方
に
退
去
せ
よ
」
と
命
令
さ
れ
、
口
惜
し
く
て
涙
が
出

た
。野

戦
病
院
に
入
院
中
、
他
隊
の
兵
隊
が
私
の
傍
ら
で
熱
い
水

筒
を
素
手
で
持
っ
た
た
め
、
熱
く
て
手
を
放
し
、
熱
湯
が
私
の

左
耳
に
注
が
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
思
わ
ず
そ
の
兵
隊
を

殴
り
つ
け
た
。
そ
れ
が
兵
長
だ
っ
た
の
で
困
っ
た
が
、
軍
医
が

駆
け
付
け
、
重
傷
な
の
で
漢
口
第
一
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ

た
。そ

の
時
、
一
選
抜
の
上
等
兵
は
絶
望
的
に
な
っ
た
と
残
念
で

な
ら
な
か
っ
た
。
一
日
も
早
く
隊
に
戻
り
た
く
て
治
療
に
努

め
、
昭
和
十
九
年
三
月
初
旬
に
退
院
と
な
っ
た
。

二
ヵ
月
後
の
昭
和
十
九
年
五
月
、
淅
河
を
出
発
。
二
度
と
帰

る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
と
後
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
湘
桂
作

戦
参
加
の
た
め
雨
の
中
を
崇
陽
に
到
着
。
第
三
中
隊
は
前
衛
と

な
り
通
城
に
向
か
っ
た
が
、
軍
公
路
は
寸
断
さ
れ
、
間
道
に
入

る
と
前
方
の
小
高
い
丘
の
森
が
あ
る
部
落
の
様
子
が
お
か
し
い

と
進
撃
を
続
け
た
が
、
三
時
間
過
ぎ
て
も
敵
か
ら
の
銃
声
が
せ

ず
、
山
を
登
り
、
部
落
を
通
り
過
ぎ
ん
と
し
た
時
に
突
如
と
し

て
、
前
方
の
台
地
か
ら
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
の
掃
射
を
受
け
た
。

「
あ
っ
危
な
い
！
」

、
田
の
畦
道
を
突
っ
走
る
。
敵
弾
が
前

後
左
右
の
田
に
落
ち
水
煙
を
あ
げ
る
。
各
隊
は
右
、
左
と
散
開

し
反
撃
に
移
り
、
そ
の
う
ち
に
夜
に
な
っ
た
。
寸
刻
を
惜
し
ん

で
飯
を
炊
き
腹
ご
し
ら
え
。
二
十
八
日
、
東
の
空
が
白
々
と
明

け
て
き
た
。

は
げ
山
の
雑
草
に
足
を
と
ら
れ
、
転
ん
で
は
起
き
、
た
だ
ひ

た
す
ら
に
前
進
。
小
雨
が
シ
ト
シ
ト
と
降
っ
て
い
る
。
大
き
な

川
に
出
る
が
橋
は
破
壊
さ
れ
て
お
り
。
水
深
は
腹
ま
で
あ
る
。

褌
一
本
で
渡
る
。
対
岸
に
到
着
後
、
大
休
止
。
昼
食
を
か
っ
込

み
、
被
服
を
乾
か
し
、
休
む
間
も
な
く
追
撃
前
進
す
る
。

今
夜
も
真
っ
暗
。
山
路
は
す
べ
る
、
田
の
中
へ
ド
ブ
ン
と
落



ち
る
。
互
い
に
小
声
で
「
オ
イ
こ
っ
ち
だ
、
こ
っ
ち
だ
」
と
呼

び
合
う
。
先
の
者
に
誘
導
さ
れ
、
後
の
者
を
誘
導
し
な
が
ら
一

歩
、
一
歩
と
前
進
。
夜
明
け
頃
、
部
落
に
入
り
大
休
止
、
す
ぐ

に
炊
飯
、
腹
が
減
っ
て
は
戦
い
に
勝
て
ん
か
ら
な
あ
と
。
い
つ

出
発
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
疲
れ
て
い
て
も
泥
水
で
も

米
を
洗
い
飯
炊
き
を
し
た
。

突
然
敵
が
反
撃
し
て
き
た
。
家
屋
周
辺
に
迫
撃
砲
弾
が
飛

来
。
小
癪
な
！
　
直
ち
に
出
発
、
攻
撃
を
開
始
。
敵
は
小
高
い

所
か
ら
チ
ェ
ッ
コ
機
銃
を
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
乱
射
し
て
く
る
。

友
軍
尖
兵
は
一
人
、
二
人
、
三
人
と
間
を
お
い
て
畦
道
を
突
っ

走
り
、
そ
の
う
ち
大
隊
砲
の
砲
撃
、
重
機
関
銃
が
一
連
ま
た
一

連
と
猛
射
。
制
圧
さ
れ
た
か
、
チ
ェ
ッ
コ
銃
が
鳴
り
を
静
め

た
。
今
の
戦
闘
が
全
く
嘘
の
よ
う
な
静
け
さ
だ
。
余
程
慌
て
た

か
、
小
銃
や
チ
ェ
ッ
コ
銃
弾
が
山
路
に
散
乱
し
て
い
た
。

「
お
い
戦
友
さ
ん
、
今
日
は
こ
こ
で
寝
ら
れ
る
ぞ
、
崇
陽
を

出
て
か
ら
あ
ま
り
寝
て
な
い
な
」
と
、
鼻
唄
ま
じ
り
に
飯
を
炊

き
に
か
か
る
と
、
急
に
出
発
命
令
。
な
ん
だ
出
発
か
、
飯
は
ま

だ
炊
け
て
な
い
半
煮
え
だ
。
早
速
装
具
を
ま
と
め
て
出
発
。
先

程
の
鼻
唄
も
ど
こ
へ
や
ら
。

平
江
に
通
ず
る
前
方
で
第
二
大
隊
と
思
わ
れ
る
隊
が
戦
闘
し

て
い
る
。
我
々
を
追
い
越
し
て
第
六
中
隊
、
続
い
て
第
七
中
隊

が
走
っ
て
行
く
。
我
々
第
一
大
隊
は
、
ま
だ
戦
闘
参
加
の
命
令

が
来
な
い
の
で
道
路
で
待
機
だ
。

銃
声
も
止
み
、
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
寝
入
っ
た
。
そ
の
う
ち
大
休

止
の
命
令
が
出
た
。
そ
れ
、
半
煮
え
の
飯
を
炊
け
！
　
急
い
で

食
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
休
む
間
も
な
く
進
撃
命
令
だ
！
　
ま

た
今
夜
も
夜
行
軍
か
、
眠
た
い
、
寝
た
い
。
ゴ
ロ
リ
と
ひ
と
眠

り
し
た
ら
ど
ん
な
に
楽
だ
ろ
う
！
と
、
居
眠
り
し
な
が
ら
フ
ラ

フ
ラ
と
歩
い
て
行
く
。

六
月
一
日
、
東
の
空
が
明
け
て
き
て
、
道
の
右
側
に
小
川
が

あ
っ
た
た
の
で
顔
を
洗
う
。
気
持
ち
が
良
い
、
目
が
醒
め
た
。

古
年
兵
が
池
に
入
り
魚
を
捕
る
。
大
漁
だ
、
た
ら
ふ
く
食
べ

る
。
夕
刻
出
発
、
岐
阜
第
六
十
八
連
隊
の
駄
馬
部
隊
と
共
に
な

る
。六

月
二
日
、
平
江
手
前
で
豚
や
鶏
を
料
理
し
て
昼
食
を
と

る
。
久
し
ぶ
り
の
御
馳
走
で
大
喜
び
し
て
い
た
ら
、
第
三
中
隊

は
平
江
東
南
に
前
進
の
命
令
が
来
た
。
平
江
は
既
に
攻
略
さ
れ

て
い
た
が
、
市
街
は
米
軍
機
の
爆
撃
で
ま
だ
燃
え
て
い
た
。



六
月
三
、
四
日
は
付
近
の
部
落
に
宿
営
、
久
し
ぶ
り
に
ぐ
っ

す
り
寝
た
。
頭
も
軽
い
、
休
養
を
取
っ
て
四
日
夕
刻
出
発
、
次

の
目
標
瀏
陽
に
向
か
い
進
撃
す
る
。

夜
半
を
待
っ
て
敵
第
二
十
軍
を
急
襲
す
る
。
夜
明
け
間
近
に

戦
友
達
の
情
け
無
い
姿
を
見
て
「
オ
イ
、
お
前
の
格
好
は
な
ん

だ
」
と
笑
っ
た
が
、「
岩
田
も
情
け
無
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
笑

い
返
さ
れ
た
。
山
々
と
樹
木
の
間
に
青
空
が
見
え
る
。
久
し
ぶ

り
に
の
ど
か
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

突
如
、
前
か
ら
猛
烈
な
射
撃
を
受
け
る
。「
敵
は
兵
力
を
増

強
し
た
そ
う
な
」
と
古
年
兵
が
つ
ぶ
や
く
。
大
隊
砲
、
重
機
の

掩
護
を
受
け
、
各
個
前
進
を
始
め
、
水
田
を
駆
け
て
ゆ
く
。
朝

か
ら
の
戦
闘
は
夕
方
ま
で
続
い
た
。
夜
行
軍
に
移
り
大
き
な
部

落
で
大
休
止
と
な
っ
た
。

六
、
七
日
は
出
発
命
令
は
な
く
、
八
日
も
静
か
な
も
の
。
瀏

陽
攻
撃
の
前
祝
い
か
と
月
を
見
る
。
兵
馬
し
ば
し
の
休
養
の
時

に
中
国
料
理
と
チ
ャ
ン
チ
ュ
ー
を
飲
み
、
藁
の
中
で
ぐ
っ
す
り

寝
た
。

九
日
朝
出
発
す
る
。
山
田
市
付
近
に
は
地
雷
原
が
あ
り
「
注

意
」
と
標
示
が
あ
る
。
踏
ん
だ
ら
一
巻
の
終
わ
り
だ
。
十
日
、

瀏
陽
攻
撃
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
。

第
一
大
隊
は
左
縦
隊
と
な
り
山
路
に
入
る
。
敵
影
な
し
。
第

三
中
隊
は
一
の
山
、
二
の
山
と
進
み
、
正
午
頃
、
突
如
前
方
高

地
か
ら
猛
烈
な
射
撃
を
受
け
る
。
地
形
が
悪
い
、
畦
道
を
走
り

死
角
か
ら
死
角
を
縫
っ
て
駆
け
る
。
一
度
は
退
却
し
た
敵
も
態

勢
を
整
え
猛
然
と
反
撃
に
転
じ
た
。
畦
道
を
走
り
土
橋
を
渡

り
、
小
川
を
越
え
山
を
登
り
部
落
を
ぬ
け
て
、
一
歩
一
歩
を
攻

撃
前
進
す
る
。
高
地
を
稜
線
か
ら
稜
線
へ
と
前
進
。
攻
撃
の
手

を
ゆ
る
め
ず
、
夕
刻
頃
に
敵
の
大
部
隊
を
発
見
す
る
も
、
暗
く

な
っ
た
の
で
見
失
う
。
部
落
に
た
ど
り
着
き
火
を
炊
い
た
ら
、

機
関
銃
の
乱
射
を
受
け
、
こ
れ
に
応
戦
撃
退
し
た
。

六
月
十
二
日
、
早
朝
よ
り
山
登
り
始
ま
る
。
悪
路
の
傍
ら
に

わ
き
出
る
冷
た
い
清
水
で
喉
を
潤
し
、
重
い
足
を
ひ
き
ず
り
、

一
歩
一
歩
頂
上
に
到
る
。
午
後
敵
弾
に
よ
り
兵
隊
一
人
と
使
用

苦
力
二
人
が
死
亡
し
た
。

十
三
日
、
前
方
の
山
の
中
腹
に
敗
走
す
る
敵
を
見
る
。
尖
兵

第
三
中
隊
は
先
頭
に
、
各
中
隊
も
高
地
に
攻
撃
前
進
占
領
す
る

が
、
第
二
中
隊
長
が
負
傷
さ
れ
た
と
聞
く
。

十
四
日
未
明
出
発
、
今
日
は
瀏
陽
突
入
と
聞
き
身
震
い
す



る
。
北
河
岸
に
街
が
見
え
る
。
中
隊
は
雪
崩
を
打
っ
て
街
へ
突

入
。
第
三
中
隊
に
続
い
て
本
隊
も
突
入
し
た
。

こ
の
頃
、
第
一
大
隊
長
北
田
大
尉
は
病
気
が
重
く
入
院
さ

れ
、
第
三
中
隊
長
波
多
野
大
尉
が
代
理
と
な
る
。
十
八
日
、
社

巷
市
北
側
で
第
三
中
隊
伊
藤
少
尉
が
狙
撃
兵
に
狙
わ
れ
、
頭
部

貫
通
銃
創
を
受
け
即
死
さ
れ
た
。

七
月
十
九
日
、
次
の
目
標
、
安
源
の
北
に
あ
る
車
水
橋
の
戦

闘
で
は
、
第
一
中
隊
、
第
三
中
隊
が
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た

の
で
、
松
山
連
隊
長
が
大
隊
本
部
に
来
て
戦
闘
状
況
を
聞
か
れ

た
。
夕
刻
や
っ
と
安
源
に
着
く
。
こ
の
町
は
石
炭
の
産
地
で
鉄

道
が
あ
っ
た
。
湖
南
省
に
入
る
と
、
日
中
の
炎
熱
は
行
軍
に
耐

え
ら
れ
ぬ
ほ
ど
暑
い
。

二
十
八
日
正
午
、
攸
県
に
通
ず
る
軍
公
路
で
小
休
止
の
時
に

突
然
、
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
二
機
が
現
れ
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
を

掃
射
し
て
飛
び
去
っ
た
。

八
月
十
二
日
、
今
ま
で
全
く
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
友
軍
機
十

二
機
が
日
の
丸
を
赤
く
鮮
や
か
に
見
せ
て
飛
ん
で
き
た
で
は
な

い
か
。「
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
と
手
を
振
り
、
足
を
踏
み

布
を
振
り
声
を
張
り
上
げ
た
。
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
落
ち

た
。八

月
十
三
日
、
桂
林
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
対
戦
車
戦
に
備
え

て
破
甲
爆
雷
で
攻
撃
す
る
■
が
広
が
っ
た
が
、
進
軍
す
る
う
ち

に
忘
れ
去
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
広
西
省
に
入
り
、
桂
林
で
な
く
柳
州
を
目
標
に
進

撃
す
る
。
岩
山
ま
た
岩
山
で
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
奇
妙

な
形
の
岩
山
に
び
っ
く
り
す
る
。
我
々
の
服
装
が
惨
め
な
た

め
、
中
国
軍
と
間
違
え
ら
れ
住
民
が
迎
え
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
時
は
、
山
中
の
夜
行
軍
で
第
一
大
隊
の

進
撃
が
早
過
ぎ
て
、
我
が
第
三
中
隊
が
中
国
軍
と
間
違
え
ら

れ
、
付
近
の
部
落
か
ら
続
々
と
住
民
が
手
を
振
っ
て
そ
ば
ま
で

寄
っ
て
来
て
、
は
じ
め
て
日
本
軍
と
気
付
き
、
慌
て
ふ
た
め
い

て
逃
げ
出
す
始
末
で
、
そ
の
早
さ
に
司
令
部
で
も
驚
い
て
い
た

そ
う
だ
。

来
陽
県
を
出
発
し
て
約
二
十
五
日
間
行
軍
の
末
、
あ
る
城
内

に
入
り
、
野
菜
、
豚
を
材
料
に
夕
食
を
作
り
「
食
わ
な
き
ゃ

損
々
」
と
ば
か
り
腹
い
っ
ぱ
い
食
い
、
ま
た
、
甚
だ
甘
い
ぜ
ん

ざ
い
も
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
み
、
横
に
な
る
と
南
京
虫
に
食
わ
れ
、
一

目
散
に
逃
げ
出
す
始
末
。



古
年
兵
が
明
日
は
平
楽
攻
略
だ
と
言
う
。
山
ま
た
山
を
通
り

平
楽
前
方
に
行
く
と
、
既
に
敵
影
は
無
く
、
昨
日
逃
亡
し
た
そ

う
だ
。
第
三
中
隊
に
渡
河
（
珠
江
）
準
備
の
命
下
る
。

船
に
乗
る
も
下
流
に
流
さ
れ
る
。
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
た
の
で

「
一
、
二
、
三
」
と
飛
び
降
り
河
原
を
突
っ
走
り
、
敵
陣
の
台

地
へ
と
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
進
す
る
と
、
敵
は
陣
地
を
捨
て
て
逃

走
し
た
。
翌
日
に
は
全
部
隊
が
渡
河
し
た
。

ま
た
も
や
山
ば
か
り
で
、
柳
州
を
目
指
す
。
や
が
て
桂
林
と

柳
州
を
結
ぶ
桂
柳
公
路
に
出
た
が
、
前
進
困
難
な
た
め
、
修
仁

に
設
営
一
泊
す
る
。
翌
朝
、
偽
装
し
て
前
進
、
鉄
道
が
南
北
に

走
っ
て
い
る
。
兵
隊
は
汽
車
に
乗
り
た
い
と
思
う
。
柳
州
は
目

前
だ
。
第
一
大
隊
は
師
団
直
轄
と
な
り
、
突
入
は
夢
と
な
り
残

念
で
な
ら
な
い
。

柳
州
近
く
の
道
路
や
線
路
上
に
、
多
く
の
土
民
や
中
国
兵
の

死
体
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
蠅
が
真
っ
黒
に
た
か
り
死
臭
が
プ
ン
プ
ン

鼻
を
つ
く
。

遷
江
渡
河
点
付
近
の
軍
公
路
を
進
撃
中
、
突
如
敵
の
掃
射
を

受
け
て
、
田
口
軍
曹
が
胸
部
貫
通
銃
創
で
戦
死
（
十
一
月
十

日
）
さ
れ
た
。
頑
強
な
敵
陣
を
奪
取
す
べ
く
大
隊
砲
が
火
を
噴

き
、
重
軽
機
も
一
斉
に
射
出
し
て
一
刻
後
、「
射
撃
中
止
」
の

合
図
に
白
布
を
振
り
、「
突
撃
に
突
っ
込
め
」
と
小
関
小
隊
長

は
軍
刀
を
抜
き
先
頭
に
立
ち
前
進
中
、
胸
に
敵
弾
を
受
け
倒
れ

た
。
当
番
兵
の
「
小
隊
長
が
や
ら
れ
た
。
衛
生
兵
前
へ
！
」
の

声
に
、
救
護
に
駆
け
つ
け
る
衛
生
兵
が
途
中
、
大
■
部
に
被
弾

戦
死
し
た
。

柳
州
攻
略
後
、
西
北
に
転
進
。
十
一
月
二
十
日
宜
山
、
十
一

月
二
十
六
日
宜
北
、
伸
地
、
水
岩
、
三
合
と
重
慶
に
通
ず
る
道

を
北
進
し
た
時
に
、
十
七
年
徴
集
兵
以
上
の
兵
に
反
転
命
令
が

出
さ
れ
、
八
塞
、
都
勾
ま
で
行
っ
て
、
十
二
月
三
日
、
今
ま
で

来
た
道
を
南
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

反
転
中
、
所
々
で
戦
闘
が
展
開
さ
れ
、
高
地
か
ら
手
榴
弾
が

赤
い
火
を
噴
い
て
轟
音
と
共
に
火
花
が
散
る
。
第
三
中
隊
は
突

撃
す
る
。
昨
夜
か
ら
一
粒
の
飯
も
食
べ
て
い
な
い
。
そ
の
時
、

握
り
飯
が
届
き
、
天
の
助
け
と
無
我
夢
中
で
か
ぶ
り
つ
く
。
元

気
を
取
り
戻
し
た
隊
は
一
丸
と
な
っ
て
敵
陣
に
飛
び
込
む
、
押

し
に
押
し
て
力
攻
に
力
攻
を
重
ね
、
肉
弾
を
繰
り
返
し
た
。
暗

く
な
り
か
け
た
頃
、
よ
う
や
く
前
面
の
敵
を
西
方
に
敗
走
さ

せ
、
左
側
高
地
を
占
領
し
た
。



こ
の
戦
い
で
尾
関
少
尉
、
日
比
曹
長
、
田
口
伍
長
が
負
傷
し

た
。
日
没
と
共
に
河
を
渡
り
北
岸
に
達
し
、
後
衛
部
隊
は
我
が

第
一
大
隊
で
あ
っ
た
。

遷
江
か
ら
柳
州
へ
向
け
て
北
進
。
大
塘
墟
で
は
連
隊
本
部
、

第
三
中
隊
、
第
三
小
隊
は
苦
戦
。
第
一
大
隊
長
江
口
中
尉
の
声

が
聞
こ
え
る
。
大
隊
長
は
必
死
で
あ
る
。
敵
を
撃
破
せ
ん
と
前

に
走
り
後
に
走
り
、
あ
る
い
は
横
に
飛
び
指
揮
を
と
っ
て
い

る
。
我
々
兵
隊
も
中
尉
の
こ
ん
な
に
厳
し
い
顔
は
、
今
ま
で
見

た
こ
と
は
な
い
。
機
関
銃
中
隊
長
の
頃
は
第
三
小
隊
に
来
ら
れ

て
は
チ
ャ
ン
チ
ュ
ー
を
飲
ま
れ
て
、
丸
い
顔
が
ニ
ッ
コ
リ
さ
れ

て
良
い
顔
だ
っ
た
。

十
二
月
二
十
日
、
南
柳
州
に
到
着
。
柳
州
は
米
空
軍
機
に

よ
っ
て
市
内
全
域
が
焼
き
払
わ
れ
て
い
た
。
北
部
柳
州
は
焼
か

れ
て
い
な
い
が
、
和
平
街
以
外
は
住
民
が
い
な
い
。
和
平
街
は

商
い
を
し
て
い
る
が
物
価
が
高
い
。
儲
備
券
が
発
行
さ
れ
て
価

値
が
下
が
っ
て
、
紙
幣
と
い
う
よ
り
紙
■
同
然
だ
。
住
民
の
営

み
は
生
き
生
き
と
見
え
る
が
上
べ
だ
け
、「
没
法
子
（
仕
方
な

い
）

」
と
諦
め
て
い
る
の
が
顔
に
表
れ
て
い
る
。

一
泊
の
休
養
が
あ
る
か
も
と
期
待
し
た
が
、
夕
方
に
出
発
の

命
令
が
く
る
。
公
路
ま
た
は
鉄
道
線
路
を
歩
み
続
け
、
夕
刻
出

発
、
夜
行
軍
と
敵
機
に
お
び
え
敵
襲
に
遭
い
、
三
日
か
ら
五
日

連
続
し
て
歩
き
一
日
休
養
す
る
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
連
続
だ
っ

た
。
大
隊
の
後
ろ
に
つ
い
て
く
る
中
国
人
が
二
～
三
百
人
も
い

る
の
に
驚
い
た
。
広
東
人
が
多
い
。

大
塞
鎮
で
糧
秣
を
受
け
る
。
途
中
、
鉄
道
橋
が
破
壊
さ
れ
て

い
る
の
で
ザ
ブ
ザ
ブ
と
渡
る
が
、
流
れ
が
速
く
足
を
取
ら
れ
危

う
く
倒
れ
そ
う
に
な
る
。
大
き
な
町
に
入
る
と
宣
撫
が
行
き
届

い
て
い
る
の
で
野
菜
が
調
達
で
き
る
。
永
福
～
桂
林
間
敵
機
が

来
襲
す
る
。
夕
刻
出
発
、
岩
山
が
多
い
桂
林
飛
行
場
を
通
り
、

北
漢
東
村
に
着
き
大
休
止
、
設
営
す
る
。

チ
ラ
チ
ラ
見
え
る
桂
林
城
外
の
街
を
通
り
市
内
に
入
る
、
大

き
な
街
だ
。
約
一
年
前
ま
で
は
米
空
軍
基
地
で
あ
っ
た
。
過
ぎ

し
当
時
の
状
況
を
思
い
、
桂
林
の
街
を
通
り
過
ぎ
て
い
る
。
共

に
進
撃
し
て
桂
林
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
戦
友
た
ち
も

少
な
く
な
い
。
一
目
で
よ
い
か
ら
桂
林
を
見
せ
て
や
り
た
か
っ

た
。明

日
の
朝
は
全
県
だ
、
糧
秣
受
領
が
楽
し
み
だ
。
東
南
に
青

い
山
脈
が
見
え
る
。
広
西
、
湖
南
の
省
境
の
山
だ
と
思
う
。
行



軍
は
続
き
湖
南
省
に
入
り
零
陵
ま
で
苦
難
の
行
軍
で
あ
っ
た
。

敵
機
が
来
る
、
慌
て
て
橋
の
下
に
逃
げ
込
む
始
末
、
全
く
口

惜
し
い
。
も
う
す
ぐ
衡
陽
だ
。
被
服
・
甘
味
品
の
交
付
が
あ
る

ら
し
い
。
か
つ
て
の
我
等
の
波
多
野
中
隊
長
が
、
自
動
車
輸
送

中
に
敵
の
待
ち
伏
せ
に
遭
い
、
無
念
の
最
期
を
遂
げ
ら
れ
た
地

点
が
近
い
。
ま
た
敵
機
の
爆
音
が
す
る
。
照
明
弾
が
投
下
さ
れ

夜
空
が
明
る
く
な
っ
た
と
同
時
に
、
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
猛
烈
な

音
が
聞
こ
え
て
来
る
。

八
月
初
め
衡
陽
郊
外
に
着
く
。
通
訳
の
中
国
人
と
別
れ
る
。

こ
の
時
彼
は
日
本
の
敗
戦
を
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
二
泊
三
日

の
休
養
を
こ
こ
で
取
る
。

道
路
沿
い
の
民
家
の
明
か
り
が
と
も
り
、
姑
娘
が
店
番
を
し

て
い
る
。
美
し
い
姑
娘
で
あ
る
の
で
わ
ざ
わ
ざ
顔
を
見
に
ゆ
く

奴
も
い
る
。
城
内
は
砲
撃
と
爆
撃
で
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
破
壊
さ

れ
て
い
る
。

長
沙
に
着
い
た
が
外
出
禁
止
の
命
令
が
く
る
。
宿
営
地
に
は

菓
子
、
飴
、
マ
ン
ト
ウ
を
売
り
に
く
る
が
品
物
を
見
る
だ
け

だ
。今

日
は
何
日
だ
ろ
う
か
？
　
誰
か
が
八
月
十
二
日
頃
と
言

う
。
夕
方
出
発
、
岳
州
に
向
か
う
。
岳
州
で
は
二
泊
ぐ
ら
い
の

休
養
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
洞
庭
湖
の
傍
ら
を
通
り
、
五
里

舗
に
着
き
糧
秣
受
領
に
行
く
。

八
月
十
五
日
、
苦
力
達
が
「
シ
イ
サ
ン
、
日
本
降
伏
し
た
」

と
言
う
。
苦
力
の
流
言
飛
語
に
惑
わ
さ
れ
な
い
と
は
言
え
、
一

日
中
不
安
に
か
ら
れ
る
。
早
く
真
実
を
知
り
た
い
。
以
後
の
心

構
え
も
あ
る
。
十
七
日
出
発
途
中
、
警
備
隊
の
分
■
が
あ
り
、

古
年
兵
（
十
四
年
兵
分
隊
長
）
が
聞
い
て
も
分
か
ら
な
い
。
岡

田
大
隊
長
が
真
偽
を
聞
き
に
行
か
れ
敗
戦
が
確
認
さ
れ
ガ
ク
ン

と
く
る
。
力
が
ス
ー
ッ
と
抜
け
る
。
中
隊
長
よ
り
訓
示
が
あ

り
、
一
同
シ
ョ
ッ
ク
で
声
な
く
無
念
の
涙
を
流
す
。

「
祖
国
敗
れ
た
り
」

、
貴
州
の
山
険
に
挑
み
、
仏
印
国
境
ま

で
進
撃
し
て
も
無
駄
だ
っ
た
か
と
思
い
を
は
せ
る
。

部
隊
は
一
路
九
江
へ
と
行
軍
す
る
。
更
に
安
慶
へ
と
行
軍
、

揚
子
江
を
舟
で
鎮
江
に
着
き
、
こ
こ
で
武
装
解
除
と
な
る
。
第

三
中
隊
の
一
部
は
象
山
に
行
き
暫
壕
掘
り
を
す
る
。

明
け
て
二
十
一
年
三
月
に
内
地
帰
還
の
報
あ
り
、
上
海
旧
市



政
府
に
集
結
す
る
も
、
他
大
隊
で
赤
痢
患
者
が
発
生
し
、
約

一
ヵ
月
間
待
機
、
呉
淞
港
の
あ
る
紡
績
工
場
に
行
く
。
こ
こ
で
ま

た
一
ヵ
月
過
ご
し
、
呉
淞
を
出
発
し
上
海
港
に
着
く
。
三
月
七

日
に
乗
船
し
八
日
博
多
上
陸
。
三
月
十
一
日
故
郷
津
島
の
自
宅

に
帰
る
。

昭
和
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
約
三
年

間
の
軍
隊
生
活
は
、
こ
こ
に
敗
戦
を
以
っ
て
終
っ
た
。

新
兵
四
十
二
人
が
第
三
中
隊
に
入
っ
た
が
、
無
事
帰
国
出
来

た
者
は
わ
ず
か
十
人
し
か
い
な
い
。
第
三
中
隊
が
淅
河
を
出
発

し
た
時
の
人
員
百
六
十
人
、
戦
死
二
十
三
人
、
戦
傷
病
死
者
五

十
七
人
、
行
方
不
明
七
人
、
計
八
十
七
人
。
二
分
の
一
以
上
が

死
ん
で
い
る
。

家
族
を
残
し
て
満
・
支
で
の
戦
務
　 

栃
木
県
　
笹
沼
玉
三
郎
　 

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
十
七
日
、
現
在
の
矢
板
市

父
辰
吉
、
母
ミ
エ
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
石

工
を
し
て
い
た
の
で
、
家
業
の
農
事
は
母
を
助
け
て
精
励
し
つ

つ
も
郷
校
を
卒
業
、
傍
ら
戦
時
下
の
青
年
学
校
に
通
い
、
軍
事

教
育
を
受
け
つ
つ
心
身
を
鍛
錬
し
、
来
る
べ
き
出
征
の
日
に
備

え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
団
、
消
防
団
に
も
入
団
し
、
交

友
と
銃
後
の
支
援
活
動
に
従
事
中
の
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）

年
の
徴
兵
検
査
で
、
身
長
一
六
三
セ
ン
チ
、
体
重
六
〇
キ
ロ
で

甲
種
合
格
で
し
た
。

父
は
大
正
元
年
兵
で
、
宇
都
宮
の
歩
兵
第
五
十
九
連
隊
第
三

中
隊
に
入
り
軍
務
に
励
ん
で
い
た
体
験
が
あ
り
ま
す
し
、
な
か

な
か
の
暴
れ
ん
坊
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
軍
隊
の
こ
と
に
つ
い
て

は
日
々
話
を
聞
き
、
そ
れ
が
入
営
後
に
も
大
変
役
立
っ
た
と
思

い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
三
月
一
日
、
福
島
県
の
会
津
若
松
の
歩
兵
第
二

十
四
連
隊
に
入
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
連
隊
は
留
守
隊
と

い
う
か
、
補
充
隊
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
八
年
の
初

期
と
い
う
と
だ
ん
だ
ん
に
緒
戦
の
「
戦
勝
、
戦
勝
」
の
時
と
は

違
い
、
連
合
軍
の
攻
勢
も
盛
ん
と
な
っ
た
の
か
、
制
空
・
制
海

権
は
敵
に
握
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
初
年
兵

た
る
我
々
に
は
戦
争
の
大
勢
な
ど
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し




